
Uniqueness in the Cauchy problem for systems
with partial analytic coe±cients

Mitsuji Tamura

June 18, 2004

Cauchy問題の解の一意性に於いて、その係数が解析的か C1かによってその様
相が大きく変わることは良く知られている。[1]でAlinhac-Baouendiは timelikeな初
期曲面においては 0次の C1の摂動を許せば解の一意性が崩れることを示した、そ
の後Tataruは [3]に於いて partial analytic という仮定の下で timelikeな初期曲面に
おいても解の一意性が成り立つことを示した。我々はこの結果を [2]の手法を用いて
偏微分方程式系に拡張し以下の定理を示したので報告する。

na; nbを非負整数、n = na+nb ¸ 1としx; » 2 Rn = Rna £Rnbをx = (xa; xb); » =
(»a; »b)とする。P (x; Dx) = P (xa; xb; Dxa; Dxb

) = ((pij(x; Dx))1·i;j·N を C1-係数を
持つm次微分作用素系とし、その principal-partを Pm(x; »)とかく。

Theorem 0.1
P (x; Dx) の係数は 0の近傍で xaに関して解析的であるとし、Pm(x; »)は

1. 任意の »b 2 Rnbnf0gに対して

det Pm(0; 0; »b) 6= 0: (1)

2. 任意の »b 2 Rnb に対して

det Pm(0; i'0
a(0); i'0

b(0) + »b) 6= 0 (2)

を満たすとする、この時次が成り立つ

u 2 C1(V )N が½
P (x; Dx)u(x) = 0; x 2 V

suppu½fx 2 V : '(x) · 0g
を満たすならば、ある 0の近傍W がとれて、uはW で恒等的に 0である。

この定理の典型的な応用例としては、timelikeな初期曲面を持つ弾性方程式の解
の一意性などがある、またこの定理は Holmgrenの一意性の定理の偏微分方程式系
への拡張にもなっている
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